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ここを　  うここを　  う問問町政
　３月12日、議員４人が会派を代表して一般質問を行い、
町政施政方針の考えをただしました。

議案の審議結果【平成25年3月定例会】

賛 否 の分かれた議案 （○…賛成、×…反対）
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町
長
提
出
議
案

条
例 職員等の旅費に関する条例の一部改正 12 1 可決 3/5 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇

予
算

平成24年度後期高齢者医療事業特別会計補正
予算（第２号） 11 2 可決 3/5 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇

平成25年度一般会計予算
委員会修正案 7 6 修正

可決 3/22
× × × × 〇 〇 〇 × × － 〇 〇 〇 〇

上記修正部分を除く
原案 11 2 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇

平成25年度後期高齢者医療事業特別会計予算 11 2 可決 3/22 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇

廃棄物の処理に関する基本協定書締結 11 2 可決 3/22 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇

※　播磨町議会の現議員数は14人です。採決は、全議員の過半数（７人）以上の出席を要し、議長を除く出席議員の過半数の賛成をもって可決
されます。ただし、法律に別の定めがある特別多数議決の場合は、この過半数議決は適用されません。

※　議長は採決に加わりませんので、「－」で表示しています（議長＝議席10番 藤田博。議長不在などの場合には副議長が議長を務めます）。
ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

全  員  賛  成 で可決した議案

議　案　名 議決日

町
長
提
出
議
案

条
例
（
７
件
）

▶職員の再任用に関する条例制定　▶播磨町新型イン
フルエンザ等対策本部条例制定　▶地域社会における
共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずる
ための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例制定　▶地域の自主性及び自
立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律
の整備に関する法律等の規定により条例に委任された
基準等を定める条例の一部改正　▶職員の分限及び懲
戒に関する手続及び効果に関する条例の一部改正
▶播磨町職員の給与に関する条例の一部改正
▶播磨町手数料条例の一部改正

3/5

予
算
（
11
件
）

▶平成24年度一般会計補正予算（第７号）　▶平成24
年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）　
▶平成24年度財産区特別会計補正予算（第１号）
▶平成24年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）
▶平成24年度介護保険事業特別会計補正予算（第５号）
▶平成24年度水道事業会計補正予算（第２号）

3/5

▶平成25年度国民健康保険事業特別会計予算　▶平成
25年度財産区特別会計予算　▶平成25年度下水道事業
特別会計予算　▶平成25年度介護保険事業特別会計予
算　▶平成25年度水道事業会計予算

3/22

▶兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体
の数の増減及び規約の変更 3/5

表紙の写真を募集中
作品募集　季節感や親しみがあり、
町内で撮影したもの

応募方法　四つ切・Ａ４サイズ程度
の写真、または画像データを議会
事務局まで持参または郵送、メー
ル送信してください。

問い合わせ　議会事務局

●播磨町事務分掌条例の一部改正
●播磨町教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例制定

※審議未了とは、議案が議会の会期中に議決に至らず、次の会期にも引き継がな
いことです。今回は委員会付託となり引き続き審査をしましたが、これ以上
の審査は難しいと判断したため、審議未了となり廃案となりました。（詳し
くはP13参照）

議会を傍聴してみませんか
　町議会は、まちの予算や身近な問題
について話し合う大切な場です。あな
たも、議会を傍聴してみませんか。　
　　　　　　　　　　　　
６月定例会の日程
◆日時　６月４日（火）・11日（火）・
　　　　12日（水）、13日（予備）
　　　　いずれも午前10時～
◆場所　本庁舎３階議場
＊当日は、インターネットで本会議の生中

継を行います。過去の映像については常
時放映中です。
　http://www.town.harima.lg.jp/gikai
◆請願・陳情の締め切り　６月定例会
　で取り扱う請願と陳情の締め切りは、
　５月29日（水）午後５時までです。
◆問い合わせ　議会事務局
　☎０７９−４３５−２３８７
（Ｅメール  gikai@town.harima.lg.jp）

▲小中学生の多くが存続を望む町民プール

▲急がれる要援護者の避難対策

神吉 史久

岡田 千賀子

問　

施
政
方
針
に
あ
る
重
点

的
・
積
極
的
に
取
り
組
む
ポ

イ
ン
ト
と
は
何
か
。

答　

教
育
・
子
育
て
・
福
祉

で
、
こ
れ
ら
に
は
以
前
か
ら

重
点
を
お
い
て
い
る
。

問　

事
業
の
選
択
を
行
う
際
、

優
先
順
位
を
明
確
に
す
る
た

め
に
活
用
し
た
、
事
業
評
価

書
は
公
開
で
き
な
い
の
か
。

答　

公
表
を
前
提
に
作
っ
て

い
な
い
の
で
、
公
表
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

問　

施
政
方
針
の
中
に
あ
る
、

土
山
駅
南
町
有
地
活
用
に
つ

い
て
は
予
算
化
さ
れ
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い
な

い
が
、
当
初
予
算
の
中
に
盛

問　

高
齢
者
や
障
が
い
者
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ど
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災
害
時
要
援
護
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支

援
個
別
計
画
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作
成
の
進
み

具
合
は
。

答　

平
成
24
年
度
よ
り
災
害

時
要
援
護
者
一
人
ひ
と
り
に

係
る
支
援
個
別
計
画
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

３
月
末
に
は
、
モ
デ
ル
地

域
の
古
田
東
自
治
会
に
お
い

て
計
画
が
策
定
さ
れ
、
個
別

計
画
の
支
援
者
等
と
情
報
共

有
で
き
る
予
定
。
今
後
は
こ

の
取
り
組
み
を
も
と
に
、
他

の
自
主
防
災
組
織
に
も
策
定

を
呼
び
か
け
て
い
く
。

問　

災
害
時
要
援
護
者
支
援

一

般

質

問

新政会　代表質問

青雲21　代表質問

25年度の重点ポイントは

災害時要援護者対策は

教育・子育て・福祉

支援個別計画を策定中

町　長

町　長

り
込
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答　

再
調
査
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
対
応
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
、
対
応
に
め
ど

が
つ
け
ば
補
正
予
算
で
事
業

者
の
募
集
な
ど
に
つ
い
て
の

予
算
化
を
行
い
た
い
。

問　

平
成
24
年
度
か
ら
配
布

し
て
い
る
父
子
手
帳
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
販
売
し
て
い
る
も

の
だ
が
、
播
磨
町
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
も
の
を
作
る
と
い
う
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業

で
は
な
い
の
か
。

答　

時
間
を
か
け
て
播
磨
町

ら
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
き

た
い
。
町
が
と
い
う
よ
り
は

受
取
っ
た
方
が
作
り
上
げ
て

い
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
最
終
的
な
結
論
を
出
す
と

の
こ
と
だ
が
、
町
と
し
て
は

廃
止
と
い
う
考
え
な
の
か
。

答　

平
成
24
年
度
に
職
員
に

よ
る
検
討
で
廃
止
と
い
う
答

申
的
な
も
の
が
出
て
い
る
。

25
年
度
は
住
民
も
参
加
す
る

検
討
委
員
会
で
検
討
を
行
う
。

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
26
年

度
予
算
に
反
映
さ
せ
た
い
。

の
一
環
と
し
て
、
早
期
に
福

祉
避
難
所
の
指
定
を
。

答　

現
在
３
カ
所
の
社
会
福

祉
施
設
と
協
議
中
で
あ
る
。

学
校
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
は

将
来
的
に
は

可
能
性
も

町
長

問　

町
民
プ
ー
ル
の
存
廃
が

協
議
さ
れ
る
中
、
播
磨
小
学

校
プ
ー
ル
大
規
模
改
修
工
事

は
、
一
般
開
放
も
視
野
に
入

れ
て
の
計
画
か
。

答　

老
朽
化
し
た
学
校
施
設

と
し
て
の
改
修
だ
が
、
将
来

的
に
は
一
般
開
放
の
可
能
性

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

問　

順
次
改
修
が
必
要
と
な

る
学
校
プ
ー
ル
。
小
・
中
学

校
と
共
用
す
る
考
え
は
。

答　

授
業
時
間
の
調
整
、
移

動
時
間
や
安
全
性
、
さ
ら
に

は
「
災
害
時
に
お
け
る
水
の

確
保
」
な
ど
課
題
が
多
く
、

容
易
で
は
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
介
護
予
防
検
診
時
に
認
知

症
検
査
の
追
加
実
施
を

●
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

養
成
に
つ
い
て

●
通
学
路
の
安
全
確
保
を

審議未了となった議案


